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< 教育実践報告 >

日 仏 学 生 交 流 の 現 在

- フラン スの グラン ゼ コ ー ルとの 交流に つ い て -

西 山 数 行
(新潟大学経済学部)

杉 田 聖 子
( ナン ト マ ネジメントス ク

ー ル)

は じ め に

新潟大学経済学部 ( 同大学 院経済学研究科 を 含 む) で は
,

ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク ー

ル

( ア ウ デ ン シ ア) と20 0 1 年 9 月 1 日 付 で 交流協定並 び に 学生交換協定を締結 し
, 学術 お よ び教育

上 の 交流 に着手 し た｡

本稿 は
,

フ ラ ン ス の グ ラ ン ゼ コ ー

ル の
一 つ で ある ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク ー

ル の 現状 と 課

題を展望 し
,

その 上 で新潟大学経済学部 が こ れ ま で に どの よ うな交流を実施 して き た の か
,

ま

た今後 どの ような展望 の も と に
, 国際交流を展開 しうる の か を考察 した い

1

｡

1 . グ ラ ンゼ コ
ー ル とは

こ れ ま で 日本 に お け る フ ラ ン ス の イ メ
ー ジ は往 々 に して パ リ に

,
また 芸術 や 文学 や 映画 ,

グ

ル メ や 高級 フ ァ ッ シ ョ ン に偏 っ て き た ｡ と こ ろ が 近年 で は
,

ゴ ー

ン氏 に よ る 日 産経営 の 建 て 直

しや ト ル シ エ 氏 に よ る J リ
ー

グ育成 の ケ
ー

ス
2

な ど
, 新 た に フ ラ ン ス 人経営者 にも関心 が寄 せ ら

れ た と 言える ｡

今日 フ ラ ン ス の 経営人 の 6 割 は グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 出身者 で あ る が
,

一

般 に ダ ラ ン ゼ コ ー

ル は

100 余年前 か ら フ ラ ン ス の 各方面 に エ リ
ー トを輩出 して きた ｡ そ こ で 以 下 で は

,
フ ラ ン ス の 経営

者育成 に つ い て
,

入試お よ び カ リ キ ュ ラ ム の 分析を通 し て
,

グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 現状 と 課題を考

察す る｡

中世 ヨ
ー ロ ッ パ に は総合的 な知識の 伝授を担う総合大学 ( ユ ニ ヴ ュ ル シテ) が 設立 さ れ た が

,

1

本稿 の 第 1 牽か ら 第3 章は 杉田 が担当 し
,

4 章は西山が 担当 した
2

トル シ エ 氏の 人事手腕 に つ い て 経済気象台 ｢ 人事｣

h ttp// w w w . as a hi . c o m /c ol u m n 化 2 0 0 2 0 6 2 5 00 9 9 4 .h t m l を参照｡
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こ れ と は別 に18 世紀 ル ネサ ン ス 時 の パ リ に は
, 特 に軍事技術 の 向上 を目的 と した 工 科専門の 学

校 が設立 さ れ た ｡ そ の 後1 9 世紀か ら2 0 世紀 にか けて
,
フ ラ ン ス の 全土 に 工 科系の み な らず , 政治 ,

教育者養成 ,
ま た商経を専門と す る学校も設立さ れ た ｡ こ れ ら の 専門性 の 高 い 教育機関を総 じ

て ｢ グ ラ ン ゼ コ ー

ル｣ と 呼 ぶ ｡

(1) 大学 シ ス テ ム と の 比較

こ う した グ ラ ン ゼ コ ー

ル は 総合大学 と と も に高等専門教育を に な っ て い る が
,

こ の 二 者 は規

模 や 目的を異 にす る ｡

全国 に10 0 余り数える総合大学 の 殆 どは 国立大学 で
, 教育省 の 管轄 に ある ｡ 学生 数 は

,
例え ば

パ リ 第 9 大学 で は 8 千弱 ,
エ ッ ク ス

･ マ ル セ イ ユ 第1 大学 で は 2 万 6 千 と差 が あ る が
,
ピカ デ リ

ー

大学 の 大学案内 に学 生 数 2 万 を ｢人間的な規模｣ と記 し て い る よ う に
,

一

般 に 総合大学 の 学生

数 は 約 1 - 3 万名 で あ る｡

こ れ に対 し
, 各グラ ン ゼ コ ー

ル の 学生数は
,

1 学年 3 - 5 百, 全体 で も 1 - 2 千 と規模が 小

さ い
｡ 公立 の も の と

, 私立 の もの と あ る が
,

い ず れ も経営方針 や 教育 力 リ キ ュ ラ ム に 関す る自

律性 が 高 い の が 特徴 で あ る ｡

特 に経営学 の 分野 に 限 っ て い え ば
, 総合大学が 理 論重視 の 教育 で 研究者 の 養成を最終日的と

して い る な ら ば
,

グ ラ ン ゼ コ ー

ル は 実践 にも重きを お い た
,

卒業後即戦力 に なりう る エ リ ー

ト

教育を担 っ て い る ｡

こ の よう に 2 つ の シ ス テ ム は それ ぞ れ独自 に機能 し て お り
,

人 試 か ら就職まで
,

全く異 な っ

た 環境 を作 っ て い る と い える ｡

( 表 1 ) フ ラ ン ス の 教育

年 齢 教 育 機 関

1 5 - 1 8 高 校

l l - 1 4 中 学 校

6 - 1 0 ']i 学 校

3 - 5 幼 稚 園
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( 表 2 ) フ ラ ン ス の 大学教育
3

年齢
大学 グ ラ ン ゼ コ ー

ル 短期大学

( u n i v e r sit6) ( G r a n d e s 6 c o l e s) (I . U . T . / ly c 6 e)

1 8 - 19
大学

一

般教養過程 予備 ク ラス 技術課程/高等技術課程

( D . E . U . G .) ( cl a s s e p r6 p a r at oi r e) ( D . U . T . / B . T .S .)

2 0
学 士 号

(li c e n c e)
グ ラ ン ゼ コ ー ル( 1 年)

21
修 士 号

( m a itri s e)
グ ラ ン ゼ コ ー ル( 2 年)

2 2
大学院前期過程

( D 且 A
. / D . E .S .S .)

グ ラ ン ゼ コ ー ル( 3 年)

2 3 - 2 5
大学院後期過程 マ ス テ

ー

ル

(d o c t o r a t) ( m a stとr e).

(2) 学生の 選抜方法

総合大学 と グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 差異 は
,

そ の 選抜方法 にも現 れ る｡ 総合大学の
一

般教養課程 に

入学す る に は
, 大学人学資格 ( バ カ ロ レ ア) が 必要 で あ る ほ か は

,
決め られ た 期間内 に登録 し

さ えすれ ばよ い
｡

一

方 グ ラ ン ゼ コ ー ル - は
,

バ カ ロ レ ア取得後,
まず総合大学 の

一

般教養課程

に 相当す る ｢予備課程 ( ク ラ ス ･ プ レ パ ラ ト ワ
ー

ル) ｣ に 通常 2 年通う ｡ 予備課程 は少数精鋭

で 密度 の 高 い カ リ キ ュ ラ ム に定評 が あ る ｡ そ の 後
,

ト ッ プ レ ベ ル で は1 5 - 2 0 倍 の 厳 し い 入学試

験 に合格 しなく て は な ら な い ｡

入学試験 は経営専科 の グ ラ ン ゼ コ ー ル の 場合
,
各校独自 で 行うも の と複数校 が合同 で行うも

の と ある が
,

い ず れ も筆記試験 (数学,
フ ラ ン ス 語

,
哲学

,
経済ある い は歴史の 4 科目) , 外国

語試験 ( 英語 と そ の 他言語) と個人面接 か ら な る ｡ 約30 分の 面接試験 は 総合結果の 上 で は 2 割

弱もの 比重を占め る ｡

面接試験 は 学校 関係者 (主 に教員) と 企業 の 幹部 ( その 多く は 人事担当) が 行 い
, 命題分析

と 人物審査 の 二 部構成 で ある ｡ 各受験生 は
,
試験当 日 与え ら れ た 命題を別室 で30 分間準備 した

の ち, 約 5 分間面接官 の 前 で 解釈,
分析す る｡ 命題 は ｢想像｣ ｢ 笑 い｣ ｢ 運命で なく, 現実 を 受

け入れ る｣ ｢ 俗｣ と多様 で あ るが
,
構成力 ･ 分析力 ･ 表現能力 ･ 独自性 と い っ た 受験生 の 捺合的

な 議論能力 や 教養が 採点 さ れ る ｡ 人物審査 で は
,
当然積極的で 明る く

,
仕事熱心 で 正 義感 と い っ

た 人格 が 重視 さ れ る が
, 何 よ り ｢集団 に溶け込 む｣ 能力 が厳 しく チ ェ ッ ク さ れ る｡ 個人主義的

3

各 略 称 の 正 式 名 称 は 以 下 の と お り: B r e v e t d e T e c h n ici e n S u p eri e u r( B T S) ,
D ip18 m e U ni v e rsit air e d e

T e c h n ol o gi e( D U T) ,
I n s tit u t U n iv e r sitair e d e T e c h n o lo gie (I U T) ,

D ip16 m e d
'

E n s eig n e m e n t U n i v e r sit air e G 6 n 6 r al

( D E U G ) ,
D ip16 m e d

'

E tu d e s A p p r of o n di e s( D E A) ,
D ip16 m e d

'

E n s eig n e m e n t S u p6 ri e u r S p 6 ci ali s6 ( D E S S )
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価値 が 尊重 さ れ る フ ラ ン ス で も
,
｢ 自己至 上 主義｣ と い っ た 否定的な 面 は社会 にも弊害をも た ら

し
, 特 に 企業 で は敬遠 さ れ る ｡ そ こ で 用意周到な受験生 は

,
例えば ｢趣味 は バ イ オ リ ン だが

,

オ ー ケ ス ト ラ に所属 して 集団 で 練習す る｣ と い っ た 具合 に
, 往 々 に個人主義者 で な い こ と を強

調す る の で あ る ｡

2 . 経 営人妻成 の カリキ ュ ラ ム

フ ラ ン ス の 経営専科 の グ ラ ン ゼ コ
ー

ル の 頂点 に 立 つ 高等商業学院 ( H E C) の 学長 は
, 自らの

学校を ｢経営を学ぶ 学校 で はなく
,

経営 エ リ
ー

トを育 て る学校｣ と 定義す る ｡ 汚職 や 腐敗が 企

業 の 命運を分ける 時代 に
,

倫理観念をもち
, 国際感覚を培 っ た

,
バ ラ ン ス ある 経営者 の 養成 は

社会 の 要請す る と こ ろ で あ る｡ 今 日 フ ラ ン ス の 経営者 に は何 が 求 め ら れ て い る の か ｡ 以下 ナ ン

ト ･ マ ネジ メ ン トス ク
ー

ル を例 に取りなが ら
,

カ リ キ ュ ラ ム の 特徴を考察す る ｡

(1) ナ ン ト ･ マ ネジ メ ン トス ク ー ル と は

ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク
ー

ル
4

は19 00 年創立以来 8 千近く の 卒業 生 を送り だ し て きた
,

国内

外 で も ト ッ プ ク ラ ス の グ ラ ン ゼ コ ー ル で ある ｡ 各学校 の 成長 は そ の 地の 利 や 地域 の 発展性 と も

深く結 び つ い て い る ｡

ナ ン ト と そ の 周辺地域 は 古く か ら大西洋の 港を中心と した 三 角貿易 で 栄え た ｡ 今 日 で は 食産

莱
,
造船業を柱 に フ ラ ン ス 西部の 経済の 中核をな し て お り, ナ ン ト市 は今 日 人 口60 0 万を抱える

フ ラ ン ス 第 7 の 都市 で ある o

ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン ト ス ク ー ル は他 の 多く の グ ラ ン ゼ コ ー

ル が そ う で あ る よう に
,

商工 会議

所
,

市役所
, 県庁 の 3 者 の 代表か ら構成 さ れ た委員会 によ っ て経営 さ れ

,
毎年 の 予算経費 は委

員会 の ほ か
,
各プロ グ ラ ム の 学生 か ら納入さ れ た 学費, 対企業 の コ ン サ ル 等 に よ っ て 賄 わ れ て

い る ｡ 常勤教員 は5 0 名(うち 7 割 は博士号取得) , 非常勤教員 は3 0 0 名を数える ｡ 1 60 0 の 学生 の 約

2 割を40 カ 国 にあ る約6 0 の 姉妹校 と の 交流 プ ロ グ ラ ム 等 か ら 派遣 され た外国人学生が 占 め る ｡

ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク ー

ル に は複数 の プ ロ グ ラ ム が あ る が
5

,
こ こ で は全学生 の 8 割 が

登録する E S C プ ロ グ ラ ム の カ リ キ ュ ラ ム を例 に して
, グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 経営者育成 の 特徴を考

察す る ｡

(2) E S C プ ロ グ ラム : 国際性,
企業研修 , 課外活動

E S C プロ グ ラ ム は 3 - 4 年 の フ ル タ イ ム の プロ グ ラ ム で
,

大半 の 学生 が ク ラ ス ･ プ レ パ と 選

4

創立 百年 を機 に ｢ A U D E N C IA N 皿 te S . E c ol e d e M a n a g e m e n t｣ に改称｡
A U D E N C I A は果敢 な( a u d a c e) と 聴

く( a u dit) をあわせ
,
｢ 企 業人の ある べ き姿勢｣ を示 した造語｡

5

E S C (E c ol e S u p6 rie u r e d e C o m m e r c e) ,
M B A ( M a s te r s o f B u sin e s s A d m i n ist r a ti o n) M a s te r e S p e c ialis 6

,
M S c

( M a s te r o f S cie n c e) ,
E S C N A C o m pとt e n c e s ( 社会人向け) 等｡ 詳 しくは

,
http ://w w w . a u d e n ci a . c o m を参照の こ と

｡
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抜試験を経 て 入学す る ｡

6

学 生 の 平均年齢 は2 0 - 2 1 歳 で ある ｡ 1 学年 は 2 学期 に 分か れ
,
全 プ ロ

グ ラ ム は計 6 - 8 学期 か ら成 る ｡

1 - 3 学期 は 経済
･

経営学 の み ならず,
教養課程も含 め広く学 ぶ 共通課程 で

, 最低単位を取

得す る ｡ 2 学期終了時 に休学扱 い で ｢個人企 画｣ を実行す る こ と が で き る ｡ 個人企画 は 将来 の

キ ャ リ ア に通 じ る ｢ ビ ジネ ス
･ プラ ン｣ で ある こ と が 条件 で

,
例えば

,
姉妹提携 の な い 国 へ の

留学 ,
開発途 上 国 の N P O で の ボ ラ ン テ ィ ア

,
国内 の ワ イ ン専門学校 で ソ ム リ エ の 免状 の 取得 , 自

転車 で 南米縦断等
,
色 々 な形 が 可能 で あ る ｡ い ず れ の 企画も初 め か ら終 わ りま で

, 強 い 意志 と

実行力 が 要求 さ れ る こ と は もち ろ ん
, 資金 の 確保 や 関係者 と の 交渉と い っ た 一

種 の 社会経験 の

機会 と い える ｡ 毎年10 名前後 の 学生 が 実行す る｡

こ の 3 学期間に 亘 る 共通課程を終了す る と
,

学生 は ナ ン ト ある い は外国の 姉妹提携校 で 専門

課程 に進 む か
,

ある い は企業研修をす る か 選択す る ｡ 今 日 8 割 の 学生 は 専門課程 に 進 む前 に
,

一

年前後 の 長期企業研修( A I P M )
7

を希望す る ｡ 米国 の M B A へ の 入学条件 に は 2 - 3 年 の 社会

経験が 求 め られ る が
,

グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 学生 に と っ て は
,

こ れ が 初 め て の 本格的 な社会経験 に

なる ｡

こ の 1 年間の 企業研修 で は
,

まず各学 生 は受け入 れ企業 と指導教員 と 共 に
, 具体的 な研修内

容と 報酬を決 め る ｡ 学生 は た だ の ｢ コ ピ ー

取り｣ に なら ぬ よう
,
｢ 企 業 の

一

員 と して｣ 働き
, 描

導教員 と も定期的 に連絡を と りなが ら
,

ア ドバ イ ス を受ける ｡ こ の 研修 が即卒業後 の キ ャ リ ア

に結 び つ く こ と は少 な い が
, 自己 の 適 正 を知り

,
企業社会を知 る上 で 意義 が あ る と考え ら れ て

い る ｡

そ の まま専門課程 ( 4 - 6 学期) に 進む 場合 は
,

自己 の キ ャ リ ア プ ラ ン に 基 づ い て
, ｢ 専攻 ,

留学
,

企業研修｣ の 3 プロ グ ラ ム を自由 に組 み 合 わ せ て履修す る ｡

8

( 表 3 ) E S C プ ロ グ ラ ム の カリキ ュ ラ ム

1 学期 ■ 2 学期 ( 1 年間) 3 学期 (9-12 ケ月) 4 学期 5 学期 6 学期

共通科目 共通科目 希望 に 共通科目 希望 に 専門課程 専門課程 専門課程

より よ り 留学 留学 留学

個人企画 企業研修

( A ⅠP M )

企業研修

( い ず れ

か 選択)

企 業研修

( い ず れ

か 選択)

企業研修

( い ず れ

か 選択)

6

大学で 3 - 5 年終了 した学生 の 編入学 も毎年8 0 名ま で認 めて い る
｡

7
L

-

A n n 6 e d
.

In te m at P r o fe s s io n n el d e M a n a g e m e nt ･

8

提携校 の な か に は ,共同卒業証書 を発行 するも の もある｡
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E S C プ ロ グ ラ ム は
,

理 論 の み な ら ず ケ ー ス ス タ デ ィ を利用 し た実践重視 の 専門教育
,

ネイ テ

ィ ブ教員 に よ る外国語教育 と 単位交換留学,
企業研修 が その 特色 と い え る が

, 各学生 が 自己 の

適正を見 つ け
,
総合的 に能力開発 で きる よう , 専門の ア ド バ イザ

ー

によ る相談も行 わ れ て い る ｡

3 . ビジネ ス ス ク ー ル の 課題と対策

実践 お よ び 国際性重視 は
,

実 は何もナ ン ト に限 っ た も の で は なく
,

ほ ぼ 概ねの フ ラ ン ス の ビ

ジ ネ ス ス ク ー

ル の 教育方針 に重な る｡ と い う の も こ れ ら は
, 欧州経営開発財団 ( E F M D ) が

｢ 学術 の み な ら ず
,

プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル な レ ベ ル で も国際競争 に対応 し得 る｣ 学校 に 与え る 評

価 ラ ベ ル
9

の 3 大審査基準 の 二 つ で あ る か ら で あ る｡

グ ロ ー バ ル 化 が 進む今 日
,

フ ラ ン ス の どジネ ス ス ク ー

ル は どう い っ た課題を抱えて い る の だ

ろう か ｡ 以 下
,

そ の 間題 の 所在 と対策 に つ い て考察を進 め る｡

(1) 人材確保

近年 の 人 口減少傾向 は 学生 の 確保 に も大き な影響 を与える ｡ 毎年受験生向け専門雑誌 で は グ

ラ ン ゼ コ ー

ル の 格付 けが行 わ れ る が
,

こ れ は受験生の 移動 に少な か ら ず影響 を 及ぼ す｡

格付けの 指標 は各誌 と も多少異 な る が
,

い ず れ も学校関係者 や外部 オ ブ ザ ー バ ー と の 聞き取

りヤ ア ン ケ
-

ト調査 の 結果
, 数項目の 数的比較をもと に結果を出 して い る ｡

例え ば 『ヌ
ー ベ ル ･ オ ブサ ー バ ト ウ ー

ル』 や 『シ ャ レ ン ジ』 の 場合
,

国内外 の ク オ リ テ ィ ラ

ベ ル の 有無
10

や 入学競争率 ,
1 学生 に 対する 教員 や ア ドバ イ ザ

ー

の 質 と 数
, 海外提携校 と の 交

疏 , 学生 に禅益す る 設鳳 ク ラ ブ ･ サ ー ク ル 活動, 独自の 教育戦略や 企 業 と の 連携 と い っ た 指

標を用 い て い る ｡ 別 の 雑誌 『レ テ エ デ ィ オ ン』 の 場合
,

国際性 ･ 企業研修
･

学費
･

卒業生 の 収

入 と い う 4 つ の バ ロ メ
ー

タ
ー

を用 い て 受験生を対象 に した ア ン ケ
ー

ト結果を分析 し た結果 ,
3 6

校を順 に ｢ リ
ー

ダ
ー

｣ ｢ 準 リ ー ダ ー

｣ ｢ 外部者｣ ｢/卜者｣ と 4 グ ル
ー

プ に 分けて い る｡

9

E Q U IS ( ヨ ー

ロ ッ パ ･ ク オ リ ティ 成長シ ス テ ム
,
E u r o p e a n Q u ality I m p r o v e m e n t S y ste m )

王0

前述 の E F M D ( E u ro p e a n F o u n d ati o n fわr M a n a g m e n t D e ' el o p e m e n t) の ほか
,

A A S C B ( A m e ric a n A s s o c ia ti o n

o f c oll e gi at e B u si n e s s S c h o o l) や C G E ( C o n fe r e n c e d e s G r a n d e s E c ol e s) ｡
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( 表 4 ) フ ラ ン ス 全国経営専門グ ラ ンゼ コ
ー ル の 格付 け例

順位 学 校 名 点数(20 点滴点)

リ
ー ダ - 1 H E C J o u y

- e n
-J o s as 1 9 .9

1 E S S E C C e rg y
1 9 . 8

3 E S C P P a ri s 1 9 , 6

4 E M L y o n 1 8 . 4

5 E D H E C Lill e-N ic e 1 7 . 9

6 A u d e n ci a N a nt e s 1 7 . 1

準 リ ー ダ ー 7 E S C R ei m s 1 5
,
5

8 E S C T o u lo u s e 1 5 . 2

9 ⅠN T E V ry
1 4 . 7

1 0 E S C G r e n ob le 1 4 . 1

l l E S C R o u e n l l . 8

1 2 ⅠS C P a ris l l . 7

1 3 E S C B o r d e a u X ll . 6

1 3 E S C Lill e l l . 6

1 5 ⅠE C S S tr as b o u r g
l l . 2

1 6 E S C E M T o u r s - P oitie r s l l .
1

よ そ も の 17 E S C M a r s eill e 1 0 , 4

1 7 E S C M o nt p ellie r 1 0 . 4

1 9 ⅠC N N a n c y
1 0 , 2

20 E S C P a u 9 . 5

2 1 ⅠN S E E C B o rd e a u X
- P a ri s 9 . 4

2 2 E S C C l e r m o n t - F e rr a n d 9 . 3

23 C E R A M S op hi a - A ntip olis 8 . 7

2 4 E S G P aris 8 . 3

2 5 E S C R e n n e s 8
,
2

2 6 E S C A m ie n s 8 . 1

2 6 ⅠS G P a ris 8 . 1

小 者 28 E S C L a R o c h ell e 6 . 6

2 9 E S C L e Ⅲa V r e 6 . 3

30 E S C D ij o n 6 . 2

3 1 E S L S C A P aris 5 . 7

3 2 E S C C h a m b 6 r y
5 .

5

3 3 E S C T r o y e s 3 . 3

3 4 ⅠS CⅠD D u n k er q u e 3 . 0

3 5 E S C S ai nt - E tie n n e 2 . 4

3 6 E S C B r e st 1 . 4

( L
'

E t u d ia n t 2 0 0 2 年12 月
,

2 3 5 号
,

6 4 頁)
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こ う し た格付 けは学 生 の 移動 の み な らず , 教員 の 移動 にも影響を与える ｡ 毎年 よ り よ い 研究

環境 や 条件をも とめ て移動す る研究者兼教員を確保 し維持す る の は
, 各学校 に と っ て も厳 し い

課題 の ひと つ で あ る｡

前述 の E Q U I S ラ ベ ル で も研究活動も重要な審査基準 と な っ て い る こ と か ら
, 特 に ト ッ プ校 に

い た っ て は研究環境 の 向上 に は き わ め て 積極的で あ る｡ 以前 は人材 や 物質面 で
,

総合大学 に遅

れ を と っ て い た が
,

今 日 で は予算を増幅 し て
, 研究活動を奨励 して い る｡

｣

( 2) グ ロ
ー バ ル 化とネ ッ トワ ー ク

次 に 国際ネ ッ ト ワ
ー

ク の 強化 と 交流内容の 多様化 で あ る ｡ 外 国の 大学 と の 姉妹提携 はも と も

と 学生 の 単位交換留学を実現す る 手立 て と して 考え られ て い た が
, 今 日の 交流内容 は 特 に教員

の 派遣 や受 け入 れ
,

共同研究 に共同 プ ロ グラ ム の 設置等
,

さ ら に広く
,

ま た専門化 して い る｡

( 表 5 ) E Q U I S ラ ベ ル を 有す る 欧州 の ビジ ネ ス ス ク
ー

ル

国 学 校 敬

フ ラ ン ス
E c ol e E u r o p e e n n e d e s A ff air e s - E A P

′

6

E c ol e d e M a n a g e m e n t L y o n - E M L y o n

A U D E N CⅠA
,

N a n t e s

E c ol e S u p 6rie u r e d e C o m m e r c e d e P aris - E S C P
,

H E C S ch o ol o f M a n a g e m e nt

ⅠN S E A D

ス イ. ス Ⅰnt e m ati o n a1 Ⅰn stit ut e f o r M a n a g e m e nt D e v el o p m e n t -ⅠM D 1

ス ペ イ ン
E s c u el a S u p e rio r d e A d m i nistr a ci o n y D i r e c cio n d e

3
E m p r e s a s - E S A D 白

Ⅰn stit ut o d e E m p r e s a

Ⅰn t e m ati o n al G r ad u at e S c h o ol o f M a n ag e m e n トⅠE S E

イ ギ リ ス A s h rid g e M a n a
g e m e nt C oll eg e

2
L o n d o n B u si n e s s S ch o o1

イ タ リ ア S c u ol a di D ir e zio n e A zi e n d al e - S D A B o c c o ni 1

オ ラ ン ダ R ott e rd a m S c b o ol of M a n a g e m e nt 1

ド イ ツ W H U K o ble n z
,
O tt o B eish ei m G r ad u at e S ch o ol of M a n a g e m e nt 1

フ ィ ン ラ ン ド Ⅲelsi n ki S c h o o1. of E c o n o m i c s a n d B u si n e s s A d m in is t r ati o n 1
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( 3) 英 語 化

フ ラ ン ス の グ ラ ン ゼ コ ー

ル に と っ て も ｢ 英語化｣ は学校事態 の 死活問題 に な り
,
避 けら れ な

い ｡ ア メ リ カ の ビジ ネス ス ク ー

ル と 競合する た め に
,

ま た 仏語圏外出身の 学生 を獲得す る た め

に は
,
｢ 国際化｣ は 往 々 に し て ｢ 英語化｣ を意味す る｡

こ の た め に特 に ア メ リ カ 人教員 の 獲得 , 専門の コ ー ス にお ける 英語 で の 授業 の 増加
,

ある い

は 英語 の み で 行 わ れ る プロ グ ラ ム の 設置 が 重視 さ れ て い る ｡

一

方 フ ラ ン ス 人教員も英語研修等 で 英語 の ス キ ル を高 め る こ と が 求 め ら れ て い る ｡

(4) グ ロ
ー

カ ル 化と特化

こ の ように グ ロ
ー バ ル 化 は

,
グ ラ ン ゼ コ ー

ル 全体 の 画
一

化 と ま で は行 か ず と も
,
標準化を招

き つ つ ある が
,
各グ ラ ン ゼ コ ー

ル は その 中で さ ら に プロ グ ラ ム や カ リ キ ュ ラ ム を ｢特化｣ す る

こ と で
,

国内外 の 競争 に対応 しよ う と して い る o

その た め に は
,
こ れ ま で に も増 した 地場産業や 地元 企 業 と の タ イ ア ッ プが 重要 にな っ て い る ｡

例え ば
,

ボ ル ド ー ･ ビ ジ ネ ス ス ク 丁 ル の ワ イ ン M B A
ll

な ど は
,

そ の 成功例 と い え る ｡

今 日 の フ ラ ン ス の グ ラ ン ゼ コ ー

ル は
, 先端技術 の 投資 , 優秀 な人材 の 起用

,
ま た 豊富なネ ッ

ト ワ
ー

ク (提携校
,

商工 会議所 ,
o B . O G 網) を駆使 し

,
迅速化 お よ び複雑化す る経済環境 に

対応 で き る経営人 の 育成を目指 し て い る が
,

まず は現在 の 経営陣 が
,

新 し い 時代 の ニ ー ズ を先

取り し
,

あ る い は ニ ー ズ を作りだ しなが ら
, 厳 し い 国際競争 に生き残 る学校経営 の 道を探 さ な

く て は な ら な い
1 2

｡

4 . 日仏国際交流 の 現状と展望

新潟大学経済学部 は ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク ー

ル と2 00 1 年 に協定を締結 して 以来
, 今 日 に

至 るま で
,

どの ような交流を進 め て き た だ ろう か ｡ こ こ で 現状を点検 し
,

将来を展望 した い ｡

(1) 教員交流

まず敦員間の 交流を み る と
,

こ れ は 一

歩
一

歩 で あ る が
, 着実 に前進 して い る ｡ 20 0 2 年 7 月 に

は ナ ン ト よ り杉 田先 生 を迎えて
,

グ ラ ン ゼ コ ー

ル の 紹介 な どに 関す る研究会並 び に学生向けに

説明会を実施 し た｡ 本学 か ら は20 03 年 2 月 に 山口 直也助教授 が ナ ン トを訪問 し
, 教員派遣並 び

に受け入 れ に関す る 意見交換を行 い
, 今後 の 本格的な教員交流 へ 向けた 協議を行 っ た ｡

1I
btt p :// w w w ･ w in e m b a ･ c o m

1 2

20 0 2 年 8 月 9 日付 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル タイ ム ズ の 世界 M B A ト ッ プ百 ラ ン キ ン グで フ ラ ン ス で は 唯
一

高等 商

業学院 (H E C) が9 9 位 に ラ ン キ ン グ され た
｡



1 4 0 新潟大学 経 済 学 年 報 第2 8 号 2 00 4

(2) 学生受け入れ

両校間の 国際交流 にお い て
, 現在ま で の と こ ろ 中核を占 め て い る の は 学生交流事業 で あ る｡

新潟大学大学院経済学研究科 は20 0 3 年1 0 月ま で に
,

の ベ 4 名 の フ ラ ン ス 人学生を特別聴講学生

と して 受け入れ
,

こ の うち 2 名 は文部科学省 の 外郭団体 で ある財団法人日 本国際教育協会を通

じて
,

短期留学プロ グ ラ ム にの っ と っ た 奨学金の 給付を受けた ｡

短期留学 プロ グ ラ ム と は 文部科学省 の 推進す る留学制度 で
,

3 ケ月以 上 1 年以内の 期間
, 協

定校 か ら の 学生受け入 れ を促進す る も の で ある ｡ ナ ン ト か ら の 留学生 は 新潟大学留学 生 セ ン

タ
ー

の 実施す る 日本語集中教育 プ ロ グ ラ ム 並 び に本学教員 の 実施す る外国語 ( 主 に英語) に よ

る授業を受講 し て い る ｡ フ ラ ン ス 人留学生は 学生 交換協定 に従 っ て 授業料を免除さ れ
,

キ ャ ン

パ ス 内 に位置す る 国際交流会館 に滞在 して い る ｡

留学生 の 受 け入 れ に 関 して は
, 新潟市 を中心 に活動す る新潟 フ ラ ン ス 協会 の 支援を い た だ き

,

地域 と の 提携を図 っ て い る ｡ 新潟 フ ラ ン ス 協会か ら の 支援 は
,
留学生が 国際交施会館 に滞在す

る に 当 た っ て の 生 活基盤支援 に始まり , 同協会 の パ ー

テ ィ な どさ まざまな行事 へ の 招待 だ けに

と どま ら な い ｡ 双方向的な交流 は
, 留学生 に よ る フ ラ ン ス 語講座 の 実施 に も認 めう る し

,
さ ら

にイ ン タ ー ン シ ッ プの 実施 に 当た っ て は
, 協会会員企業 の 全面的な協力を仰 い で い る ｡

協定校留学生の 受け入れ 態勢を整備す る た め に
,

文部科学省 よ り平成1 4 年度
,

1 5 年度と 経済

学部 に 対 し て 留学生 経費の 歳出が 認 め ら れ た ｡ こ の 経費 は
,

協定校留学生 の 受け入れ 整備 な ど

を支援 し
, 留学生 の 地域 へ の 統合を よ り推進す る こ と を目的 と して い る｡

経済学部 で は 平成1 4 年度 の 事業と して
,
｢ 日仏異文化間 マ ネ ジ メ ン ト ･ セ ミ ナ ー

｣ を実施 した ｡

こ れ は
, 欧州連合 の 実施する E T P プロ グ ラ ム 参加 の フ ラ ン ス 人研修生を招 き

, 研修 プ ロ グラ ム

な ら び に 日 本 企 業 に対す る フ ラ ン ス 企 業 の 取り組 み な ど の 紹介を行う こ と を 目 的 と し た もの

だ っ た ｡ E T P プ ロ グ ラ ム と は
,

日本市場 へ 向け ヨ
ー

ロ ッ パ 企 業の 参入を促進す る た め に
, 欧州

連合 が ヨ ー ロ ッ パ企業 か ら若手幹部候補生を選抜 し
,
日本語 や 日本文化 に 関す る研修を実施 し

,

彼 ら に 日 本企 業 で の イ ン タ ー

ン シ ッ プを体験 させ る もの で ある ｡ 日仏異文化間 マ ネ ジ メ ン ト ･

セ ミ ナ ー は
,

ナ ン トか ら の 留学生 に と っ て
,

フ ラ ン ス 系企業 が 日 本市場 に参入する に は どの よ

うな文化的, 経済的障害 が あ る の か を知 る 貴重な機会 と な っ た と考え る ｡ ま た
,

こ の 事業 と連

動す る形 で
, 協定校学生 - 向け た経済学部外国語版 ホ ー ム ペ ー ジ (英語 ,

フ ラ ン ス 語) を作製

し
,

フ ラ ン ス
,

ベ ル ギ ー

,
カ ナ ダ の 協定校 で

,
本学 へ の 留学 を検討 し て い る学生 へ の 情報提供

を 実現 して い る｡ な お ホ ー

ム ペ ー ジ の 作成 な ど に資す る た め に
, 留学生

一

人
一

人に フ ラ ン ス 語

版 ソ フ トを搭載 した英語 シ ス テ ム 仕様 の ノ
ー

ト型 パ ソ コ ン
,

お よ び 平成1 5 年度 か らは モ バ イ ル

型プリ ン タ ー を貸与 し, 学内で の イ ン タ
ー

ネ ッ トの 利用 お よ び学習支援を図 っ て い る ｡

平成15 年度 の 留学生経費 に よ る 関連事業 と して は
, 前年度 と異なる 講師陣 に よ る 日仏異文化

間 マ ネ ジ メ ン ト ･ セ ミ ナ
ー

の 開催 に加え て
,

外国語 に よ る 日 本経済 , 経営 , 文化 に 関する資料

を整備す る計画が あ る ｡ こ の ほ か の 特記事項 と して は
,

日本人学生 と の 交流を促進す る教育 プ

ロ ジ ェ ク ト が あげ ら れ る ｡
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こ れ は ｢ 新潟 キ ャ ン パ ス ビデ オ プ ロ ジ ェ ク ト｣ と題す る も の で
, 経済学部 が平成14 年度 か ら

導入 し た ｢ 国際 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン プ ロ グ ラ ム ( フ ラ ン ス 語)｣ と 連携す る もの で ある
1 3

｡ こ の

プ ロ ジ ェ ク ト は
,

フ ラ ン ス 語を学習する 日本人学生 と 日 本語 を学習す る フ ラ ン ス 人留学生 が
,

新潟大学五 十嵐 キ ャ ン パ ス や そ の 周辺
,

ある い は新潟市 の 名所旧跡な ど に関す る 日 仏 2 言語 に

よ る ビ デ オ を共同製作 し
, 協定校 - 送付す る と い う企画 で あ る ｡

現在 の と こ ろ
, 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 履修学生 ( 大部分 は 2 年生) の フ ラ ン

ス 語運用能力 は
, 実用 フ ラ ン ス 語検定試験 レ ベ ル で 3 級程度で ある ｡ しか し

,
こ の プロ ジ ェ ク

トを実現する た め に
,

フ ラ ン ス 人留学生 と 共同作業を行う こ と で
,

フ ラ ン ス 語 に よ る コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン 能力 の 向上 が予想 さ れ る o

一

方
,

留学 生 に と っ て も ,
フ ラ ン ス 語を学習 し

,
フ ラ ン

ス (語圏) 留学を考え て い る 日本人学生 と 交流を図り
,

日仏 2 言語 に よ る ビ デ オ を作成す る こ

と は
,

日本語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 の 改善 に寄与す る ｡ 言語学習 に お い て は
, 言語体

系それ 自体を学 ぶ よ りも
,

そ の 言語 を使 っ て 何 か を行うタ ス ク 型学習 の ほう
√

ザ 運用能力 の 向上

に有効だと 考える か らで あ る｡ ちなみ に
,

フ ラ ン ス 語だけ で なく
,

日本語 に よ る ナ レ
ー シ ョ ン

も用意する の は
, 海外 の 協定校 に お い て 日 本語 を 学習 して い る 学生 に対す る教育効果を担うも

の で
,
平易な 日 本語 に よ る ビ デ オ が 協定校 で の 日本語学習 の サ ポ ー

トと な る こ と を期待 し て い

る｡

(3) 学生派遣

こ こ ま で 協定校 か ら の 学生受け入 れ を点検 して き た が
,

次 に
,

本学 か ら の 学 生 派遣を検討 し

て み た い ｡ こ れ は現在ま で の と こ ろ最大 の 課題 と な っ て い る ｡ ナ ン ト ･ マ ネジ メ ン トス ク ー

ル

は 3 年間の カ リ キ ュ ラ ム に協定校留学を統合 し
,
留学を卒業必須要件 と して い る こ と に比 べ て

,

本学 に お い て 協定校留学 は カ リ キ ュ ラ ム に制度化 さ れ て い な い の み な らず , 学生派遣 に 向けた

制度整備自体も着手 し始 め た ばか り で
,

制度と して 遺漏 が な い と は 言 い 難 い ｡

こ の よ う 別犬況 にお い て
, 平成14 年度 よ り導入 し 2 年目を迎えた ｢ 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

プロ グ ラ ム｣ が協定校派遣 に重要な役割を果 たす は ず で あ る が
,
残念な こ と に

,
2 00 3 年10月 の

時点で は
,

履修学生 の 中 で 協定校留学を実現 した 学生 は まだ あらわ れ て い な い ｡ こ れ に は い く

つ か の 理由が考えられ る ｡

1 ) 経済学部 に お け る協定校留学 の 制度 が近年始ま っ た ば か りで
,
受験生 並 び に入学者 に対

し て十分な周知 が 行 わ れ て い な い こ と｡

2 ) 経済学部 が こ れ ま で 国際交流 に 十分 な 実績を上 げて きた と は言 い 難 い た め に
, 国際交流

や 留学 に 関心 の あ る学生 は他学部 に入学する 傾向が 強 い こ と ｡

13

そ の 制度設計 に つ い て は
,

拙論参照｡｢ 国際交流 - 向けた外 国語教育の 編成 を め ぐる 考察 : 経済学部 『国際

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ･

プ ロ グラ ム ( フ ラ ン ス 語)』 の 設置 に つ い て｣ ,
『大学教育研究年報第8 号』

,
2 00 3 年 ,

p . 2 7
-

4 0 .
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3 ) フ ラ ン ス 語 に つ い て は
,

協定校留学制度が 次第 に整備 さ れ つ つ ある が
, 他言語 に つ い て

は今後 の 検討課題 で ある こ と か ら
,

外国語学習全体が 国際交流 に連動 し て い な い こ と ｡

4 ) フ ラ ン ス 語履修者 は こ れ ま で 2 ク ラ ス8 0 名定員を維持 して き た が (実際 の 履修者 は70 名

強) , 選択科目と な る 2 年次以降の ｢ 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム｣ を履修す る 学

生が ま だ 比較的少数 で あ る こ と ｡

5 ) 経済学部学生 は 経済学 や 経営学科目を中心 に学習す る た め に
,

フ ラ ン ス 語学習 は副専攻

的な扱 い となり
,

c A P 制 (各学期 に単位取得 の 上 限 が定 め ら れ て い る こ と) の 制約もあり
,

外 国語 を学習 の 中心 に位置 づ けや す い 学部 に比 べ て
,
よ り強 い 学習動機 が 求め ら れ る こ と｡

以 上 の ような問題点が 意識的あ る い は無意識的 に学生の 履修計画 に 関与 し
,

学 生 の 協定校留

学実現 にま で 至 っ て い な い と 考え ら れ る｡

と は い え
,

い く つ か の 萌芽 は認 め ら れ る ｡ 平成14 年度 ｢ 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン プロ グ ラ ム｣

履修者 の な か で も1 名 の 他学部学 生(教育人間科学部) は ロ ー タ リ ー

財団 の 奨学生試験 に 合格 し
,

平成1 6 年秋 よ り ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン ト ス ク ー

ル に て 文化 マ ネ ジ メ ン トを学習す る予定 で あ る｡

ま た
, 平成15 年度 の ｢ 国際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン プ ロ グ ラ ム｣ 履修者 に も
,

ナ ン ト へ の 留学を希

望 して い る学 生 が 現 れ て お り
,

双方向的な交流事業 は 一

歩ず つ 進展 し つ つ ある ｡ 日本人学生 が

留学を終え て 帰国 し
,
報告会な ど に よ り留学 の 成果や 意義を学生 に 向けて語 る こ と によ り

,
フ

ラ ン ス 語学習者の 間で 国際交流 の 気運 が 強ま る こ と を願 っ て や まな い ｡

最 後 に

本稿 は
,

ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン トス ク ー ル の 現状 を報告す る と と もに
,

こ れ まで の 両校 の 交流

を点検 し
,

学生交流を機軸 に展開 して い る 国際交流 の 実態 と 問題点を検討 し た ｡

学生交流 は 欧州連合 の 実施す る重要な政策で あり,
こ れ まで E r a s m u s プ ロ グ ラ ム と して 域内

の 学生交換 と して 推進 さ れ て き た が
,

こ の E r a s m u s プ ロ グ ラ ム は
,

E r a s m u s m u n d u m プロ グ ラ ム

と し て 刷新 さ れ
,

域内だけ で なく
, 世界各地 へ 展開す る計画 と な っ て い る ｡ こ の こ と か ら 近 い

将来 に は
,

こ の プロ グ ラ ム を利用 して 本学 に 学ぶ ヨ
ー ロ ッ パ 人学 生 が 数多くあ ら わ れ る で あろ

う｡ 本学 と し て も
,
｢ 輸入超過｣ に陥 ら な い よう

,

バ ラ ン ス の と れ た 国際交流を実現す る必要が

ある ｡




